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平 和 へ の 関 心 の 強 さ を 示し た

土 浦 母 親 大 会 （平 和 分 科 会 ）

土 浦 母 親 大 会 は １２月 ７日 神 立 コミ ュ ニ テ ィ ーセ ンタ ーに お い て 開 か れ １００人 余

の 参加 者 で 成 功 裏 に 終了し まし た 。平 和 の 会が 担当 し た 第 ２分 科 会「平 和 へ の メ ッ セ ー

ジ 」は ３０人 が 参 加し て 、中 村 恵 一 さ ん の 人 間魚 雷「回 天 」の 体 験、新 婦 人 の 会 内 田 さ

ん の 「わ が 子 の 自 衛 隊 体 験 」実 態 調 査 につ い て

の報 告 、つ く ば 大 生 草 野 さ ん の 高 校 生 平 和 大 使

とし て 国 連 本 部 や 欧 州 各 国 で 核 兵 器 廃絶 を 訴え

た 経 験 、平 和 大 使 ＯＢと と も に「２１世 紀 平和

ネ ット ワ ーク 」を た ち あげ 平和 運 動を 続け て い

る 報 告 が お こ な わ れ 、イ ラ ク 派 兵な ど 平 和 につ

い て の 多 彩 な 意 見 も 出 さ れ まし た。

イ ラ ク 派 兵 反 対 陳 情 不 採 択 （土 浦 市 議 会 ）

平 和 を 求 め る 土 浦 市 民 連 絡 会 、新 日本 婦 人 の 会 土 浦 支部 、土 浦平 和 の会 が １２月 土 浦

市議 会 に 提 出 し だ 自衛 隊 のイ ラ ク 派遣 に反 対 す る 陳 情 書 ”は 、市 議 会 にお い て 出席 議

員 ３１人 中 賛 成 ８で 不 採 択 に な りま し た。公明 党 の承 認 に よっ て先 遣 隊 が 派遣 され た 後

の世 論 調 査 で も 派 遣 反 対 が多 数 を 占 めてい る のに ３分 のＩに す ぎ ない とい うこ と は 、土

浦 市 議 会 にお い て は 民 意が反 映 され ない と言 うこ と か も し れ ま せ ん。新 聞 報 道 に よれ ば 、

全 国 の多 く の 地方 議 会 にお い て 政府・衆 参 両 院 に 対 す る 意 見 書 が採 択 さ れ てい る 中 、茨

城 に お い て は 水 戸 市議 会 が 唯 一“慎 重 に 検討 ”の 意 見 書 を採 択 した だ け で 、“派遣 反 対 ”

の 意 見 書 は あ り ま せ ん。

９日 陸 上 自衛 隊 の 派遣命 令 が出 され 、い よい よ“先 遣 隊”が イ ラ ク の 戦 場 に 向 かい ま

す。出 発 を 前 に し て 石 破 防 衛 庁 長 官 が「報 道 の 自粛 」を 申 し入 れ る とい う異 常 な事 態 に

も か か わ ら ず 特 措 法 の「戦 闘 の行 われ てい ない 地 域 」を 逸 脱 し て 、な に がな ん で も「派

遣 あ り き 」と い う政 府 の 姿勢 は 本 当 に恐 ろ し さを 覚 え ま す。現 地 入 り し た 自衛 隊 が攻 撃

さ れ て 被 害 を 被 っ た場 合 、政 府 は 「非 常 事 態」を 宣言 し て 「有 事 」と い い だ す の で は な

い で し ょ うか。そ の判 断 は 一 人 小 泉首 相 に か かっ てい る わけ で す
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